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TMS-19-Q・GC錠 に関す る臨床的検討
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新しく開発されたマクラロイド系抗生物質であるTMS-19-Q・GC錠 を呼吸器感染症に使用 し,

その臨床的効果について検討した。

1.急 性肺炎1例,気 管支肺炎4例,気 管支炎3例 の呼吸器感染症8例 に使用した。臨床効果は

全例有効以上であった。

2.細 菌学的には,H.influenzaeが2例 認められ,い ずれも菌消失した。

3.副 作用は,自 覚的なものは認められず,ま た,末 梢血液像,肝 腎機能検査でも,本 剤による

と思われる検査値の異常は認められなかった。

TMS-19-Q・GC錠 は東洋醸造株式会社で開発 され た

新しい16員 環マクロライ ド系抗生物質である。他の16

員環マクロライドに比べて抗菌力が強く,血 中濃度が高

いといわれ1,2),臨床効果が期待されている。私共は本剤

を呼吸器感染症に使用したので,そ の成績を報告する。

I.対 象 と 方 法

昭和57年7月 より昭和57年11月 までに,本院の入院

および外来受診患者で,比 較的軽症の呼吸器感染症8例

を対象として,本 剤を1回200mg,1日3回,空 腹時

に内服させ,投 与期間は7～14日 間 である。症例の内訳

は,男 性6例,女 性2例,年 齢は31～81歳,疾 患別に

は,急 性肺炎1例,気 管支肺炎4例,気 管支炎3例 であ

る。

効果判定は,臨 床所見および胸部X線 所見を総合的に

判断し,著 効,有 効,や や有効,無 効の4段 階で行なっ

た。

副作用に関しては,自 覚症状の他,投 与前,投 与中,投

与後に,肝機能,腎 機能および末梢血について検討した。

II.成 績

臨床成績の概要をTable 1に 示 したが,全 例に有効

もしくは著効であった。

細菌学的には,気 管支 肺炎の2例 で,H. influenzae

が検出され,本 菌は起炎菌と思われた。2症 例は本剤を

14日 間,11日 間投与にて菌消失を認めた。

以下各症例について経過概要を記す。

症例156歳,女 性,急 性肺炎,副 鼻腔炎。

本院を受診する3日 前より,咳 嗽,喀 痰,微 熱を認め

るようになった。右中葉に感染陰影を認め,本)剤600mg

を7日 間内服 し,3日 目にて,自 覚症状は改善,7日 後

の 胸 部 陰 影 は著 明 に改 善 した。 起 炎菌 は不 明 で あっ た が

著 効 と判 定 した。

症 例259歳,男 性,気 管 支肺 炎,気 管 支 拡 張 症。

以 前 よ り咳嗽,喀 痰 が 続 い て い た が,放 置 してい た。

1週 間 位 前 よ り咳 噺,喀 痰 が 増 量 し,微 熱 も出 る よ うに

な り,本 院 受 診,右 中葉 に陰 影 を 認 め,本 剤600mgを

7日 間 投 与 し,咳 嗽,喀 痰 は減 少 し,発 熱 も認 め な くな

っ た。 しか し,胸 部X線 像 の改 善 は 軽 度認 め られ た が,

陰 影 は残 存 す るの で,気 管 支 造 影 を 施 行 した と こ ろ,右

中 葉 の気 管 支 に 拡張 症 の所 見 が 認 め られ た。 本 症 例 は 臨

床 的 に は著 効 と思 われ たが,胸 部X線 像 の改 善 が 遅 い の

で,有 効 と判 定 した。

症 例381歳,男 性,気 管 支 肺 炎,気 管 支 拡 張 症 。

以前 よ り咳 噺,喀 痰 は あ った が,発 熱 を伴 うよ うに な

り,本 院 受 診 。 左 下肺 野 に 陰 影 を 認 め,ミ ノマ イ シ ン

100mgの 投 与 を 受 け る も改 善 しな い た め,本 剤 を600

mg内 服 させ た01週 間 後 に は,咳 嗽,喀 痰 の著 明 な減

少 と,解 熱,胸 部X線 像 の改 善 を認 め た。 喀 痰 よ りH.

influenzaeを 認 め た が,1週 間 後 に は,菌 は消 失 した 。

本 症 例 も胸 部X線 像 の改 善 が遅 い の で,有 効 と判 定 し

た。

症 例455歳,女 性,気 管 支肺 炎,慢 性 気 管 支炎,塵

肺 。

慢性 気管 支 炎,塵 肺 に て 入院 治 療 中 で あ るが,1～2

か月ごとに増悪を繰 り返し,抗 生剤の投与を受け1軽 快

して い た。 今 回 も,咳 噺,喀 痰 が 増量 し,熱 発 す る よ う

に な り,本 剤 を投 与 し,解 熱,咳 嗽,喀 痰 の減 少 を認 め

た。 喀 痰 よ り,常 時P.aeruginosaが 検 出 され て い る

が,今 回 はH.influenzaeも 同 時 に 検 出 され た。H.in-
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fluenzaeに よる急性増悪と思われる。本剤投与にて,H.

influemzaeは 消失 したが,P.aeruginosaの 消失は認

められなかった。効果は有効と判定 した。

症例539歳,男 性,気 管支肺炎。

5日 前より,咳 嗽,喀 痰,37℃ の発熱を認め,胸 部

X線 像にて右下肺野に陰影を認めた。本剤600mgを7

日間内服させ,自 覚症状,胸 部X線 像の改善を認め,有

効と判定した。

症例6,7,8気 管支炎。

3症 例は,咳 嗽,喀 痰,発 熱を認めるが,胸 部X線 上,

はっきりした炎症性陰影が認められなかった。本剤600

mg内 服 にて,3～5日 後には自覚症状が改善 し,有 効

と判定した。

III.副 作用に関する検討

本剤を投与した8症 例において,臨 床的に副作用と思

われる訴えは認められなかった。

また,本 剤投与前後における臨床検査成績はTable 2

に示 した。肝機能,腎 機能および末梢血液像には,本 剤

による異常値は認めなかった。

IV.考 察

私共が投与 した呼吸器感染症8例 は,比 較的軽症であ

り,外 来通院にて経過を見てもさしつかえないような症

例であったためか,全 例有効もしくは,そ れ以上の成績

であった。

従来よりマクロライ ド系抗生物質は,肺 への移行が良

く,軽 ・中等症の呼吸器感染症に対 しては第一選択剤 と

されている。本剤は,グ ラム陽性菌に対する抗菌力が
,

従来のものに比べて強 くなっており2,3),またマイコプラ

ズマに対する抗菌力も強いので,急 性の呼吸器感染症や

マイコプラズマ肺炎に対する有用性は高いものと思われ

る2,3)。慢性呼吸器疾患の急性増悪期の主な起炎菌の一

っであるH.influenzaeに 対 しても,本 剤は強い抗菌力

を示すので1,3),比較的軽症の急性増悪例にも,本 剤の効

果は期待できると思われる。

本剤は内服薬である故,副 作用 として,胃 腸障害の出

現は考えられるが,本 剤では非常に少ないようである。

私共の経験例でも認められなかった。また臨床検査値に

も異常は認められず,副 作用の少ない安全性の高い薬剤

と思われる。比較的軽症の呼吸器感染症に対し,第 一選

択剤として有用性が高いと考えられる。
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TMS-19-Q was administered clinically in 8 cases of respiratory tract infections consisting of one
case of acute pneumonia, 4 cases of acute bronchopneumonia And 3,cases of acute bronchitis. The
results were obtained as follow.

1. As for the clinical effects, good results were obtained with TMS-19-Q as excellent in one case
and good in 7 cases.

2. As for the bacteriological effects, TMS-19-Q was useful for 2 cases of H. influenzae-infection.
3. No side effect of TMS-19-Q was observed in all cases, nor abnormal influence was noticed on

clinical examination.


